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カーボンニュートラル概論
今後購買・調達部門に求められる役割とは？

2022年4月4日
購買ネットワーク会 深津昌俊

masato24681@gmail.com
※ご質問などあればお問合せください
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自己紹介

氏名：深津 昌俊

出身：愛知県豊田市

所属：aPriori Technologies, Inc
→CADモデルから製造性・コスト・CO2eをシミュレーションするDesign to Cost /
Design for Manufacturingの米国のソフトウェア会社

経歴：
① 自動車業界2社で10年ほど原価企画に従事。北米に2年間駐在。

② その後ドイツの総合電機メーカーのデジタル事業部門(元はPLMベンダー、いわゆるPDM、
CAD、CAEといった設計基幹システムの開発元)でコストエンジニアリングのソリューション
の日本地域の営業&技術&ビジネス開発を担当。

③ 4月から米国ソフトウェア会社 aPrioriで上席ソリューションコンサルタントとして主に技術
領域を担当する仕事をします。日本での採用1人目…

趣味：スケートボード、釣り、キャンプ、立ち飲み屋

その他：2021年1月から若手会の幹事を担当しています。
調達・購買という名のつく部門に在籍したことがないという…
NW会ではちょっとレアなキャラです。
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人間活動の温暖化に対する影響認識

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

気候変動に関する政府間パネル（IPCC: 
Intergovernmental Panel on Climate Change）は、世
界気象機関（WMO）及び国連環境計画（UNEP）に
より1988年に設立された政府間組織で、2021年8月現
在、195の国と地域が参加しています。

IPCCの目的は、各国政府の気候変動に関する政策に科

学的な基礎を与えることです。世界中の科学者の協力の
下、出版された文献（科学誌に掲載された論文等）に
基づいて定期的に報告書を作成し、気候変動に関する
最新の科学的知見の評価を提供しています。

出所：JCCCA
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世界平均気温の変化予測

出所：JCCCA
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1.5度目標の達成に向けて・・・

パリ協定：第21回気候変動枠組条約締約国会議(COP21)が開催されたフランスのパリにて2015年12月12日に採択された、気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定。

出所：JCCCA
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温室効果ガスをCO2相当量に換算する単位：CO2eq

CO2eq = CO2 equivalent”の略であり、地球温暖化係数（GWP）を用いて CO2相当量に換算した値。

CO2だけではなく、各温室効果ガスをCO2換算して計算する。

出所：JCCCA
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世界の二酸化炭素排出量と各国の削減目標

出所：JCCCA
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日本の部門別二酸化炭素排出量の割合

直接排出量：製油所、発電所等における石油製品製造や発電
に伴う排出量を「エネルギー転換部門」からの排出として計算

間接排出量：発電に伴う排出量を最終需要部門の消費量に応
じて配分して計算

出所：JCCCA
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カーボンニュートラル達成に向けて
みなさんの会社は活動を開始していますか？？？
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2050年にカーボンニュートラル達成・・・
まだまだ先の話だと思っていませんか？？？
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2050年にカーボンニュートラル達成・・・
まだまだ先の話だと思っていませんか？？？

各社すでに取り組みを始めています！！！
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自動車メーカーのCNに向けた対応

出所: JAPIA
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Ambition 2039
メルセデス、CO2ニュートラル未達のサプライヤーを排除へ

出所: メルセデスベンツグループ
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グリーン・CO2ニュートラルなサプライチェーンの構築

出所: メルセデスベンツグループ
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SSABの化石燃料フリー鋼

出所：SSAB



Page 21 © 2022 Masatoshi Fukatsu 

カーボンニュートラル達成に向けた日系企業の組織改編の例

• トヨタ自動車 「カーボンニュートラル先行開発センター」を新設 (2021年4月)

• アイシン 「カーボンニュートラル推進センター」を新設 (2021年8月)

• JFEスチール 「カーボンニュートラル推進会議」を設置 (2021年10月)
※2020年から社長直轄のプロジェクトチームとして推進

• DMG森精機 「カーボンニュートラル推進室」を新設 (2020年4月)
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アイシン 「カーボンニュートラル推進センター」を新設
独立した部門を設立した例

出所: アイシン
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JFEスチール 「カーボンニュートラル推進会議」を設置
経営企画に管理機能をプロジェクトとして発足した例

出所: JFEスチール
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完成車メーカーのサプライヤーに対する脱炭素の取り組み

出所: ニュースイッチ(日刊工業新聞)
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完成車メーカーのサプライヤーに対する脱炭素の取り組み

出所: ニュースイッチ(日刊工業新聞)

実際には未達分を排出枠の購入

で辻褄合わせと推定される・・・
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自動車部品メーカーの脱炭素の取り組み

供給網でＣＯ２排出の削減に貢献する取り組みが広がる。ヨロズは
足回り部品の開発で製造から使用までのＣＯ２排出を評価する「ラ
イフサイクルアセスメント（ＬＣＡ）」手法を導入した。素材をアルミ
ニウムから鉄に置き換えることで、ＬＣＡでのＣＯ２排出量を従来
比２８％減らせる足回り部品「サスペンションアーム」を開発し、量産
品として受注した。

アルミから鉄への置き換えで重量は従来比３３％増加した。ＣＯ２
排出量は、年２０万台生産する車両に同部品が６年間採用され
たと仮定して試算。使用段階では鉄の採用で重くなったため車両走
行時の排出量は同３３％増えるが、素材の生産段階を含めた製
造時の排出量は同７６％削減でき、ＬＣＡ全体では同２８％減
の２８万トンの抑制効果があると見積もった。平中勉社長は部品の
競争力は品質やコストなどに加え「脱炭素やカーボンニュートラルへの
貢献があってこそお客さまに認めてもらえる」との認識を示す。

出所: ニュースイッチ(日刊工業新聞)
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Life Cycle Assessment

出所: Wikipedia

LCA（Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメント）とは、
製品やサービスのライフサイクルを通じた環境への影響を評価する手法
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Life Cycle Assessment

出所: Wikipedia

LCA（Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメント）とは、
製品やサービスのライフサイクルを通じた環境への影響を評価する手法

製品やサービスのライフサイクル（バリューチェーン）でCO2排出を捉え、削減する
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マツダの例

出所: マツダ
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CO2排出削減・・・
どこから、どうやって活動を推進すればよいのか・・・
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環境省の脱炭素経営に関する情報プラットフォーム

出所: 環境省
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温室効果ガス排出計算のイニシアチブ・規格

規格番号 規格名称 規格内容

ISO 14064-1

（JIS Q 14064-1）
温室効果ガス−第1部：組織における温室効果ガ
スの排出量及び吸収量の定量化及び報告のため
の仕様並びに手引

企業や工場など組織単位のGHG排出量の算定・
報告に関する仕様を規定している。

ISO 14064-2

（JIS Q 14064-2）
温室効果ガス−第2部：プロジェクトにおける温室
効果ガスの排出量の削減又は吸収量の増加の定
量化、モニタリング及び報告のための仕様並びに手
引

燃料転換や風力発電の導入などのGHG排出削減
プロジェクトや、森林経営等によるGHG吸収プロ
ジェクトによる削減・吸収量の算定・報告に関する
仕様を規定している。

ISO 14065

（JIS Q 14065）
温室効果ガス−認定又は他の承認形式で使用す
るための温室効果ガスに関する妥当性確認及び
検証を行う機関に対する要求事項

ISO 14064に準拠したGHG排出量等に関する妥当
性確認・検証を行う機関に対する要求事項を規
定している。

• GHGプロトコルイニシアチブ
https://www.env.go.jp/council/06earth/y061-11/ref04.pdf

• 温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル（環境省・経産省）
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/manual

• ISO

https://www.env.go.jp/council/06earth/y061-11/ref04.pdf
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/manual
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GHGプロトコル イニシアチブ

出所: 環境省
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サプライチェーン排出量（Scope１、２、３）

出所: 環境省
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Scope3のカテゴリ

出所: 環境省
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Scope3のカテゴリ

出所: 環境省
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CO2排出量算定の基本式

出所: 環境省



Page 39 © 2022 Masatoshi Fukatsu 

排出原単位DBを利用して算出

出所: 環境省

ほかにもGabiといった

LCAツールも・・・
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排出原単位DBを利用して算出

出所:環境省

標準値では実態と乖離・・・

→実態を把握・置き換えて算出す

る必要がある
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CO2排出量がコストと同列に扱われる日がくる・・・？

出所: 日経新聞

「CO2排出量は今後、製造コストと同じような扱いになっていくだろう。脱炭素への会社全体の取

り組みに加え、新型車開発のプロジェクトごとに数値目標を設定する。目標に届かない場合は材
料を変えることも必要だ。CO2削減の目標値は一律ではなく、部品会社や製造する車によって変
わる。（排出減に向けた取引先の情報を集める）情報管理システムの構築も検討している」

日産自動車 坂本秀行副社長
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コストとCO2排出量のトレードオフ把握

出所: マッキンゼー
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コストとCO2排出量のトレードオフ把握

出所: マッキンゼー
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CO2排出削減効率を考慮したVAVE活動

出所: マッキンゼー
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Catena-X Automotive Network

出所: Catena-X

• 2021年3月、BMWとメルセデスベンツが自動車業界の安全な企業間データ交換を目指すアライアンス、「Catena-X」を設立。
• オープン性と中立性を確保するために協会という位置づけで組織化。
• 自動車のバリューチェーン全体で情報とデータを共有するために、統一された業界標準を構築することを目指す。
• パイロットプロジェクトでは、品質管理・ロジスティクス・メンテナンス・サプライチェーン管理・持続可能性を焦点とする。
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Catena-X Automotive Network

出所: Catena-X
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Catena-X Automotive Network

出所: Catena-X
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Catena-X Automotive Network

出所: Catena-X
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Catena-X Automotive Network

出所: Catena-X
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脱炭素経営時代に必要となる購買・調達の実務的な活動

従来 脱炭素経営時代 (CO2排出視点)

QCDを満たすサプライヤー選定 QCD+CO2排出目標を満たすサプライヤー選定

製品・部品・原材料の目標原価の計算 製品・部品・原材料の目標CO2排出の計算

サプライヤー契約単価(実績コスト)の管理 サプライヤーCO2排出(実績CO2排出)の管理

年次価格改定(原価低減の交渉) 年次CO2排出改定(CO2排出低減の交渉)

サプライヤーコスト明細の整備・収集 サプライヤーCO2排出明細の整備・収集

サプライヤーへのコスト削減支援・指導 サプライヤーへのCO2排出削減支援・指導

VAVE活動 CO2排出削減を考慮したVAVE活動



Page 51 © 2022 Masatoshi Fukatsu 

本日のまとめ

2. カーボンニュートラルのトレンドやライフサイクルアセスメント・各Scopeの視点を持つことで、
購買・調達の日々の業務にどのような影響があるかを考えてみる！

1. まずは業界の現状や自社の活動現状を理解しよう！
中期経営計画・サステナビリティレポート・CO2排出量・・・etc.

3. CO2排出計算は、コスト計算(管理会計)と同じ考え方で捉える。
費目と、それを構成する「活動量×CO2排出原単位」が算出の基本となる！
CO2排出原単位は最終的には標準値ではなく実績値の把握が必要となる！

気候変動の問題を差し迫った危機・最重要経営課題ととらえ、
カーボンニュートラルへの取り組みを加速しましょう！
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ご清聴ありがとうございました。
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Q&A


